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1・(10点)以下のIn丘nitedistributedlag(IDL)mode1を考える。

紗毛=:α+ δ02t+ δ1Zt-1+ δ2Zt-2十"■'十ILt,

ここでδプ=7 ρゴ,1ρ1<1, ゴニ1,2,.・.。さらにE(UtlZt,Zt.-1,...)・==O。

(a)(5 点)IDL mode1 は次のようにも表現できることを示せ。

眺 二αO+7 之諺十ρ[Yt＿1+1.Lt+ ρ2Lt＿1.

(αo の表現も与えよ。)

(b)(5 点)IDL はOLS で推定できるかを述ぺよ。もし出来ないのならばどのように推定すれば良い
かも述べよ。

2.(20点){et: 古二..・,-1,0,1,...}は平均0、分散1の独立で同一な分布に従う確率変数の列(i.i.d.
sequenceofrandom variables)とする。このとき以下のMA(2) モデルを考え'る。

既 =et+th1 θt-1+ ψ2et-2.

(a)(10点)Covariance-stationarity(共分散定常性) の定義を述べて、眺がcovariance-stationary
であるかを述べよ。

(b)(10点)Weak dependence(弱住属性) の定義を述べてZ/tがweaklydependentであるかを述べ
よ。

3.(15点)88 を考期における望ましい貯蓄の額、動を実際の所得、y;*を期待所得、焉を実際の所得と
する。ここで望ましい貯蓄の額は実際の所得ではなく期待所得に基づいて決定されるとする。すな
わち

8芸= α+/BY,*÷一u毛.

また消費者は貯蓄の額 と期待所得を以下のように変化させるとする:

St=St ＿1+ λ(8む1-St ＿1),

写＿準1+#(Yt一、一准、).
いまSt,y;のデータは観測できるが瑳,}㌘のデータは観測できないとする。このとき以下の間に応
えよ。

(a)(5点)α,β,μ,λを推定するために用いることが出来る関係式を導け。

(b)(5点)(a)でも求めた関係式に基づいたOLS 推定量がconsistentになるための・ILtの仮定をすべ
て述べよ。

(c)(5点)α,β,μ,λを実際どのように推定すれば良いかを述べよ。


